
 

審議会等の会議結果報告 

 

１．会 議 名 第 35回 松阪市政推進会議 

２．開 催 日 時 
令和 7年 3月 14日（金） 

午後 3時 00分から午後 5時 00分 

３．開 催 場 所 松阪市役所 議会棟 第 3・4委員会室 

４．出席者氏名 

 

出席委員：門暉代司委員、酒井由美委員、髙島信彦委員、西村訓

弘委員、松浦信男委員、三井高輝委員、村林守委員、

齋藤都委員、米山哲司委員、渡邊幸香委員（Web 参加 岡

山慶子委員） 

 

 

欠席委員：梅村光久委員、小野崎耕平委員、西川明樹委員、平岡

直人委員 

 

 

事 務 局：竹上市長、近田副市長、永作副市長、藤木企画振興部

長、川上企画振興部経営企画課長、小川企画振興部経

営企画課政策経営担当主幹、西山企画振興部経営企画

課政策経営係長 

 

 

 

 

 

５．公開及び非公開 公開 

６．傍 聴 者 数 1人（内、報道関係 1社） 

７．担 当 

松阪市企画振興部 経営企画課 

TEL 0598－53－4319 

FAX 0598－22－1377 

e-mail kei.div@city.matsusaka.mie.jp  

・議事録は別紙のとおり 
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第 35回 松阪市政推進会議 議事録 

 

１．日 時  令和 7年 3月 14日（金） 午後 3時 00分～午後 5時 00分 

２．場 所  松阪市役所 議会棟 第 3・4委員会室 

３．出席者  門暉代司委員、酒井由美委員、髙島信彦委員、西村訓弘委員、松浦信男委

員、三井高輝委員、村林守委員、齋藤都委員、米山哲司委員、渡邊幸香委

員【Web 参加 岡山慶子委員】 

                  

※欠席者  梅村光久委員、小野崎耕平委員、西川明樹委員、平岡直人委員 

 

〔事務局〕竹上市長、近田副市長、永作副市長、藤木企画振興部長、川上企画振興部経営

企画課長、小川企画振興部経営企画課政策経営担当主幹、西山企画振興部経営

企画課政策経営係長 

 

４．資料 

・事項書 

・資料 1  【松阪市役所のパーパス】策定のための職員アンケートの結果について 

・資料 2① 令和 7 年度当初予算政策施策別主要事業一覧 

・資料 2② 市制 20周年記念事業一覧 

・資料 3  総合計画策定に関する市民意識調査（経年変化） 

 

 

１ 市長あいさつ 

改めまして、こんにちは。春の訪れを感じる季節となりました。3月は出会いと別

れの季節でもあります。最近のトピックスでは、「総合計画」ができました。策定にあ

たりご議論をいただいた中で、「ここに住んで良かった…みんな大好き松阪市」という

将来像、「若者定住・福祉社会の実現」「公民連携の推進」という横断的取組を入れま

した。 

20周年記念事業も大体決まってきて、最近では「全国のまつさかさん・まつざかさ

ん大集合」として松坂大輔さんに来てもらいました。 

本日は「パーパス」についてです。いろんなご意見をいただければと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 

事務局） 

 ありがとうございました。それではここからの進行は、松阪市政推進会議規則の第

5 条により村林会長にお願いします。村林会長よろしくお願いいたします。 
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※松阪市政推進会議規則第 5条により、会長が会議の進行を行う。 

 

会長） 

本日が通算 35回目の会議となります。本日の議題は、「パーパスについて」であり

ます。まずご説明をお伺いし、その後、委員の皆様からご意見等を頂戴したいと思い

ます。 

本日の会議については、個人に関する情報などの非公開情報のご発言はお控えいた

だくことをお願いしまして、公開させていただきたいと思いますがいかがでしょう

か。 

 

≪異議なしの声≫ 

 それでは本日も公開とさせていただきます。 

 

２ 協議事項 

 １）パーパスについて 

 

会長） 

 それでは協議事項について、市長さんより説明をお願いしたいと思います。 

 

市長） 

 それでは、お配りしております資料について、資料 1が松阪市役所のパーパス策定

のための職員アンケートの結果について、資料 2①が令和 7 年度当初予算政策施策別

主要事業一覧、資料 2②が市制 20周年記念事業一覧、資料 3が総合計画策定に関する

市民意識調査になります。 

市役所も人材確保に苦慮しており、今年度も内定辞退が続出しました。また、後期

試験が終わってから離職を申し出てくる職員が居たりしました。民間も大手はそうだ

と思いますが、役所は結構時間をかけて採用を考慮します。まず一つは離職防止、魅

力ある職場をもう少し分かるようにしたいと思います。 

地方公務員法という法律には、公務員は全体の奉仕者と書かれているものの、読ん

でいない職員もいますし、抽象的です。そこで、松阪市独自で、松阪市なりのものを

つくろうとなり、パーパスの策定に取り組むこととなりました。職員のほぼ全員を対

象としたアンケート調査を行い、働き甲斐や役割、課題などについて尋ねました。新

規採用から４年目までの職員には、なぜ松阪市役所を選んだか。５６歳以上には、ぜ

ひ残して欲しい市役所の文化、などを訊きました。回答総数はおよそ８割強という結

果となりました。結果の詳しいところは、事務局から説明させていただきます。 

 

～事務局説明～ 
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総じて職員は真面目です。満たされているかというと満たされていないという回答

もあります。若い職員が松阪市を選んだ理由として、合格発表が早い、というものが

あります。それが結構多かった。各企業が新規採用に関しては、大企業はすでに内定

を出しているところもあります。うちが合格発表は７、８月。よその自治体は早いと

ころで５月末（使用候補者）として出しています。 

アンケートの自由記述の中からキーワードを抽出していく予定です。最終的には理

念の部分、行動指針。課によって仕事が全然違いますが、その課で絶対これをやって

はいけないこと、推奨すべきことを決めていこうとしています。市役所は総合サービ

ス業とよく言いますが、範囲が広い。１つの言葉で表すのが難しいです。税ならば

「公平」が大事、商工だと結果の平等はやってはいけない。だいたいその３つくらい

を決めていきたい。 

これに応募してきた職員が１０名います。その１０人で、これから令和７年度中に

は決めていきたい。総合計画の話はその他でやっていきたいと思います。 

 

会長） 

ありがとうございました。それでは委員の皆さんからご意見を頂戴したいと思いま

す。 

 

委員） 

 「自身の仕事は、だれのために実施していると考えていますか？」で、職員のため

にと回答している職員があるのは？ 

 

市長） 

職員向けの仕事をしている職員のことです。 

 

委員） 

 私は、研修講師をしています。キャリアコンサルタントの資格を持っており、今こ

の関係のオーダーが多いです。早期離職が多くなっている。市役所だけでなく県庁も

社協も商工会議所もそうです。松阪の社協や商工会は少なく、他の市町のほうが多い

感じです。広域的なことにやりがいを見いだしにくくなってきています。またコロナ

禍で市民からの当たりが強くなって、とても難しい時代になってきています。 

職員のエンゲージメントを高める、まさしく愛社精神です。シビックプライドとい

うのは郷土愛に近いですが。こういったあたりの研修を丁寧にしないと、早期離職が

進むと思います。理念行動指針をつくるのは素晴らしいことですが、それを浸透させ

ることや、各人の解釈が大事だと思います。人材育成の前に組織開発、コミュニケー

ションやチームワークからするのもよいのではないでしょうか。D&I、ダイバーシティ
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（多様性）があって、もインクルージョン（包摂）がないと。最近はそこにエクイテ

ィ（公平性）と B、ビロンギング（帰属意識）を加え、DEI&B と言われるようになって

きて、それが最近は増えています。そこを３～５年の間に定着させないとあっという

間にかっさらわれる。アンケートで思ったのは、8 ページ、10ページなどのところ

で、松阪市ならではのものがないといけない、つまり松阪市役所の魅力をつくること

が大事です。オリジナリティをどんどんつくっていく。19ページ、研修の充実＝わが

社が私を大事にしてくれている、と感じます。先輩の背中を見て覚えろというので

は、他のところにかっさらわれます。 

 

委員） 

弊社は、６年前に内部統制面で組織風土改革をしました。その中で、３つのことを

掲げてやってきました。その前に MVV（経営理念）を定めました。これを１年間かけ

てつくった結果、自分たちの行動指針、そこが基軸としてあるので、目指すべき方向

を明確にするのは大事です。その次に組織風土、チームとしての組織力の向上です。

アンケートでもそうですが、可視化しないと。弊社では、エンゲージメントサーベイ

を、携帯でできるアプリケーションソフトで実施しています。それをすることで、ど

こに課題があるか出てきます。あと、コミュニケーションの活性化が必要です。部署

が違うと仕事以外で付き合わない人がいます。５０人くらいの社員で座る位置をくじ

で決める、同好会をつくるなど。それから、評価ですね、御多分に漏れず評価に不満

が出る。真ん中から下など。それに対してはフィードバックをきちんとする必要があ

る。また、会社の情報をできるだけ開示すること。良いことも悪いことも。２番目

は、改革に向けたトップの強い意思決定です。ドラスティックな人事をすると「経営

が本気なんだ」ということが伝わります。会社にいて良かったというのは給与もそう

ですが、モチベーションのためには小さいながらも成功体験が必要です。達成できそ

うなものでよいので、褒める。そういう施策を講じてきました。そうしていくこと

で、エンゲージメントスコアが上がっていきます。 

 

市長） 

委員の話から、教育委員会がやっている Q-U（楽しい学校生活を送るためのアンケ

ート）を思い出しました。 

 

委員） 

市長が言われた、内面が大事だと思います。入庁前とのギャップというのが気にな

りました。子育て支援においても、心の部分が大事です。生活をする中でどう感じて

いるか。職員が外の空気を吸うことが少ないのではないかと思っています。例えば出

張して、同席して感じていただくなど、もう少し機会を増やしてみたらどうかと思い

ます。明和にインキュベーションセンターがありますが、そこで何かの商品ができる
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などあります。松阪でも、そういうところをつくれたらと思います。私が市役所を利

用して思うのは、色がないというか、グレーなんです。デザインとして、感性がポジ

ティブになるような色使いがあっても良いかなと思います。例えばお花を飾ったりと

か。市民として入った時に緊張するのが残念だと思っています。 

 

委員） 

せめて木綿みたいにしたらよいですね。 

人員確保については、うちでもそうです。県外の企業がどんどん来ていますので、

そういうアウェイなことを認識してやっていると、やりがいが見られるような仕組み

を試してみて、個人の裁量を増やしてあげると（エンパワーメント）良いかと思いま

す。うちは社員が勝手に私のスケジュールを入れられるようにしています。役所もヒ

エラルキーがありますが、あえてそれを逆転できるような仕組みを入れるのもよいと

思います。また、ギャラップ社の Q12、それでエンゲージメントを図って、スコアが

低い人は面談するということをやっています。世界で最も使われている職場アンケー

トです。 

 

委員） 

設問を見ていると、本音が出てこない設問のように思います。全体として何かを改

革するとか働きやすい環境づくりを望むなら、各課から２～３人ずつ寄せてワークシ

ョップを本音でするとかしてはどうかと思います。私の課はどういう課です、どうす

ればよいですかとか。管理者的な人ばかりだと上から目線になるので、年齢は無作為

にした方がコミュニケーションがとれると思います。意思が伝わらなかったら逆効果

になります。結果を求めるのではなく、本音でしゃべれるワークショップを開くなど

してはどうかと思います。 

 

市長） 

ギャップがある、というのは良い方向のギャップが多かったと思います。委員の言

われたことに関して、自由記述をここに挙げていませんが、そこに本音の話がたくさ

ん書かれています。それなりに考えて書いていると思います。そこからさらに第２弾

をやったりできると思っています。 

 

委員） 

これは何の目的でアンケートをとったのですか。 

 

市長） 
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パーパスのキーワードを決めるためのものです。そこから探そうという目的です。

特に退職間近の職員は結局どうだったか、だったり。こういうところは残して欲しい

など。記述のところがミソかと思っています。これから方向性を見いだします。 

 

委員） 

自由記述が見たいですね。 

 

委員） 

私も市職員として３０年働きました。入った頃と比べると、今の職員はこじんまり

としてきたような気がします。入った当初は異動が早く、といって長い人は１０年も

異動しない。いろんなところを経験するようにと言われました。教員や学芸員の資格

を持っている人などもいらっしゃいました。定期的に異動があって、肩書がつくと全

然違うところに異動する。昔は個性的な人が多かったですが、だんだんそれがなくな

っていきました。生活保護の部署へ異動になると、ケースワーカーの資格を公費でと

らせてくれました。資格をとって、これからがんばろうという気持ちになりますが、

何年かすると自動的に異動していく。職員として資格をとるというのが、果たしてよ

いのかどうか。資格を自分で活かせるような職場などもあります。学芸員の資格を持

っている職員は結構多いので、そういう人は資格を活かせる仕事をやりたいのではな

いかと思います。 

 

委員） 

松阪市には地域づくり応援人材バンクの登録制度というのがありますが、市民から

するとなぜ募集しているかわからない人もいます。職員の特技や得意分野を人材バン

クに登録してもらい、市民と交流が自然にあれば良いなというイメージが沸きまし

た。 

 

市長） 

地域づくり応援人材バンクには、なかなか人材が集まっていない現状です。 

 

委員） 

PRが行き届いていないのでは。 

 

委員） 

声が大きい人の声がマジョリティかどうかわからない。匿名性を大事にしたうえ

で、市役所の職員が何を課題に思っているのか浮き彫りにできるような仕組みが必要

と思います。 
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市長） 

今回のアンケートは、全部匿名でとりました。わかってしまうところはあります

が。 

 

委員） 

部署名を書かせると分かります。 

 

委員） 

今回の議題である、パーパスのイメージがわかなかったので、他市のを見てみまし

た。一つの目標に向かっていくためのものということで、そこまで共有できるという

のが難しいのではないかと思いました。浸透が難しいなと。 

 

委員） 

難しいですね。１つでは言い切れないかなと。データを見ていて複数回答で、市役

所職員は市民に対する意識は高い。自分の仕事が市民の役に立っている、公に奉仕す

ることに喜びを感じている人が多いのかなと。ただ、喜びはわかっても、働くのがし

んどいと感じている人が多いように思います。仕事を覚えながら、役に立ちながらと

いう、カテゴリー別に物事を考えた方が良いと思います。飛び抜けた人はどうする

か。三重大でも出向すると退職する人がいます。昨日は東京にいて、職場環境が、帰

った時に嫌だな、とか。中央官庁の内閣府だとしんどそうだけれどもフリーアクセ

ス、在宅勤務になっています。やることをやっていたらよい、という環境が整ってい

ます。成果主義的な感じです。意外とそういうようなことを求めているのではないか

と。行政でも企画的なことをやるとか、そういう働き方を望んでいるのではないか。

のめりこませるような仕組みを。できたら満足度調査みたいなものもしても良かった

かもしれないと思います。６０％くらいの満足度かと思います。 

 

委員） 

日本が下り坂なので成長したいという人がいるのではないでしょうか。役所は現状

維持では駄目だと思います。 

 

委員） 

市役所はもしかすると人数が減ってもやることができるかと思います。 

 

委員） 

満足度は１００％にはなりません。どこの職場に行きたいかということを把握する

ことも大事です。人間の活かし方ですね、やりたいことをさせるなど。理想論です

が。 
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市長） 

国のシステムは合理的にできていて、地方勤務とか。キャリアとそうでない組で全

く扱いが違っていたりします。しかもそこでサバイバル。定年まで居られるのは１人

だけで、あとは外へやられる。 

 

委員） 

アンケートを見ながら、パーパスという言葉を行政でされたことに驚きました。ウ

ェルビーイングと言う概念で、良き仲間、どうすれば成果が出るかというのがありま

す。誰のために働いて自分が熱中できるのかなど。今度事務局にお送りしようかと思

いながら聞いていました。 

 

会長） 

委員の適材適所の話についてはどう思いますか。 

 

市長） 

例えば土性さんの場合は、スポーツ課の職員で出前授業ということで地域に出ても

らっています。流れ的には良い形で頑張ってくれているので良かったと思っていま

す。ただ人事で難しいのは、国へ修行に出すと辞めていくという話があります。外へ

遣ると県に取られるなどということはよくあります。職場の満足の話は難しいです

ね。ここなら良いが違うとそうでないとか。適材適所の難しさを感じます。だんだん

色がついてくるので、役所の場合ずっと同じだと井の中の蛙になってしまう。今して

いるのは１０年３か所、そのうえで専門性をつける。なかなか人を育てるのは難しい

と感じています。ジェンダーの話はずっとあります。ほとんどの女性職員は昇格時期

になると、異動希望で「昇格を望まない」と答える人が多い。チェック欄をなくそう

かというのもあります。なんとか人材確保をしていきたいと考えています。 

 

会長） 

ありがとうございました。総合計画策定に関する市民意識調査の結果について、ご

説明いただけますか。 

 

市長） 

資料 3について説明 

 

委員） 
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民生委員について、私のところでは１８名推薦しなければなりませんが、充足率が

なかなか１００％になりません。福祉まるごと相談室も助かっていますが、今度開設

される民生委員の休日サポートセンターも助かります。 

 

委員） 

「保健・医療の推進」は満足度が高いですが、済生会病院の新棟が進まないという

ことで、指定管理がスムーズに進まない懸念があります。桑名市のように、指定管理

から直営へと、逆に戻った例があるので、結構心配しているのですが…。 

 

市長） 

指定管理の話ですが、済生会の新棟をこれから建てることが織り込み済みの指定管

理なので、そこは分けてやっていけると思います。 

 

委員） 

松阪市の基幹病院が３つあることで、ひずみができないようにと思っています。 

 

委員） 

重要度について、ボリュームが分かるとよいと思います。１人だけなのか１００人

なのか。重要度がそれにより変わるかと思います。もう一つは、「公共交通の充実」

が、重要度が高いのに、満足度が低いところが気になります。 

 

市長） 

このアンケートは対象者が３０００人です。 

 

委員） 

重要度の下の方にあるのは価値創造の部分かと思います。スポーツなどはそう。心

の健康は前半の話題にも近しいと思うので、それを大事にしてもらえればと思いま

す。働く価値に繋がるのではないかと。 

 

委員） 

輝く子どもたち。産後ケア周りが強化されていると思いますが、中学校から上の子

については、思春期、性、親子関係コミュニケーションなど、保護者の支援が大切だ

と思います。あと発達支援の予算をみてほしい。松阪市でことばの支援教室がありま

すが、それには言語聴覚士が必要になります。 

それから観光の「ええやん！行こに松阪」で、長谷川邸あたりのカフェなどを豪商

横丁みたいにして活性化のプロジェクトにすると面白いかと思いました。 
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委員） 

岐阜県の岩村に行ってきたんですが、そこでは空き家が何件かあり、市が買い取っ

て店舗として貸しています。それが好評で、観光客、特に外国人観光客が増えてきて

います。三井家の前の空家などもありますが、市が買い受けて店舗で貸し出すことは

できないものでしょうか。犬山でも成功しています。何にもない空き地に貸店舗でや

っています。街並み保存もやっていますが、親子連れの方が土日多いようです。 

 

委員） 

伊勢の河崎に開業する NIPPONIA（ホテル）の内覧会が近々あります。うまくやって

いるところを入れるというのも一つ。 

 

市長） 

空家を改修して旅籠にするなど、河崎もやっているとのことで、松阪市も風情を生

かした店舗づくりに補助をしており、徐々にそういう店が増えて来ているところで

す。 

 

委員） 

NIPPONIAも国からの予算をとっています。トイレや風呂は最新のもので、雰囲気の

み残すような感じです。 

 

委員） 

先ほど市長が言われた、昇進昇格を断られる話ですが、女性の働く価値というの

は、自分に成長感が持てるかというのが高いと思います。能力を発揮するというより

も、そういうことのほうが高い。そのチームがどういうチームかということが大きく

影響しています。パーパスとも関係している。仕事の価値や満足度が全然違う。女性

が昇進・昇格したくないというのは、自分が成長できるかということと深く関係して

いる、と伝えたかった。 

もうひとつ、心の健康として。うつ病とかではと疑うレベルの心の問題が、発達障

害というか発達困難というか。病的ではないが、適応不全のレベルでのこともあるか

と思って聞いていました。 

最後にひとつ。良いチーム、良い仕事のビジョンとは、やはりメンバーが個人的に

成長感を持てるかということです。成長感や仲間意識がどうかなど、そういったこと

が働き甲斐、自分のよりよい世界をつくることにつながります。パーパスのアンケー

ト調査をどうやってつくったかをまた教えてほしいなと思います。 

 

委員） 
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市政に対する満足が１８％というのはどうかと思います。満足度のグラフの真ん中

が３になるべきですが、平均が３になっていない。つまりほとんどは満足していない

ともとれます。市民の役に立ったとか優しいことで満足するしかない状況なのかもし

れません。自由にできる場所で、自分が好きにできる。それを褒めながらやっていっ

てもよいような気がします。 

 

委員） 

不満度調査をすると良いと思います。 

 

会長） 

誠に残念ながら、時間が来ましたので、ここまでにしたいと思います。活発なご意

見ありがとうございました。それでは事務局、お願いします。 

 

事務局） 

以上をもちまして、第 35回松阪市政推進会議を終了させていただきます。ありがと

うございました。 

 

≪17時 00分終了≫ 

 


